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以上のべて ;;Ktニ疑問点はまた， 治療面からも出てくる．たとえば，末梢血管の箪縮解離に先）J ~！.：の
ある諸薬剤（α－adrenergicblockers）は，実験的K作成された脳血管単縮には効果的であるのに臨
床的に観察される脳血管鎖絡には全くと云ってよい程効果がない ．したがって，臨床1仰に観察され
る血管箪縮は，単なる血管の鐙縮ではないことを主張しているかのようである．
現了l，脳血管撮影上にみられる血管の狭細を改善する薬剤ないしその他の手段はない 今l度，
“この血管侠細が血管筆縮なのか？”と云うul本fl’J川題点から出発しなおすべき時期に来ている．
さもなければ，脳動脈癌の外科は， “放置しておいてもいいケースを手術している”のではないか
と云う内科側からの疑問には答えられず，再発の危険性を心配しながら，再発の最も起こり易い時
期の間，待機しなければならないだろ う．
次lζ問題となるのは，初回出血が予測出来なくても，非常に危険な再出血を予防出来ないかと云
うことである．この点が明らかになると，脳動脈癌の治療は再び内科医の手にゆだねられ，あえて
痛い手術をしなくてもよくなる．このことに闘し，我々は脳血管箪縮についての実験的研究におい
て，箪縮した血管が解離される過程を詳しく観察した結果， 全く以外な， しかし自然現象として当
然とも思えることを発見した．それは，嬢縮血管が解離され元のi壬にもどるまでに，一過性ではあ
るが拡張現象がみられたことである．血管箪縮が出血を阻止せんとする生体の防禦機川であるなら
ば，血管拡張は将に正反対の状態である．脳動脈癌の再破裂が，脳血管轡縮の存在している時期lζ
頻発すると云う，一見矛盾した事実も，再破裂が血管拡張の時期に起こるのである と想定すれば，
当然のことである．
脳血管筆縮l乙随伴する脳血管拡張は，動物実験で確かめられた限りでは， 高血圧症ラットより，
正常血圧ラッ トl乙頻発する．すなわち，脳血管の反応性lζは，個体差，血管病変の有無などにより
遅いがあるが，動脈濯の再破裂予防の1つの試みは，脳血管の反応性を低下させ，拡張期を起こさ
せないようにすることである． この詰みは？後の問題であるが， 脳動脈癒をより良い条件で手術
し，より良い成績をあげるために“intentionaldelayed operation，，を指向するものも少なから
ずみられるので，脳血管轡縮同様，是非解決しなければならない問題である．
